
地域振興部 

１ 定住促進事業 ７－１ 

(1) 定住情報発信事業 

佐賀市への移住者の増加を図るため、首都圏や福岡都市圏等の移住希望者を対象に、移

住フェア等への出展及び移住パンフレットの配布等により定住情報を発信する。 

 

(2) 地方創生移住支援事業 

東京圏から佐賀市に移住し、就業又は起業した者等に対して地方創生移住支援金（世帯

100 万円、単身 60 万円）を交付することにより、中小企業における人手不足の解消と定住

人口の増加を図る。  

◎ 交付実績 

 交付件数 

世帯 単身 

令和 3 年度 4 件 1 件 
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２ まちづくり自治基本条例 ６－１  

(1) まちづくり自治基本条例推進事業 

市民等が主体のまちづくりを進めるためのルールとなる「佐賀市まちづくり自治基本条

例」の市民への周知啓発のため、市民向け啓発講座や職員研修を実施するとともに、市内全

小学校の 3 年生の児童に漫画版の啓発パンフレットを配布し、啓発ＤＶＤと共に授業等での

活用を図る。 

また、自治基本条例検証委員会を開催し、条例の運用状況及び規定について検証する。 

① 令和 3 年度啓発実績 

ア 市民等への周知 

ⅰ 出前講座、講演等 

市民向け啓発講座：2 回（211 名） 

ⅱ 小中学校児童生徒への漫画版の啓発パンフレット配布 

  市内小学校 3 年生全児童に漫画版の啓発パンフレットを配布し、啓発ＤＶＤと

合わせて、授業等での活用を図った。 

ⅲ 事業者向け労政だよりへの記事掲載 

  実施回数：2 回（9 月、1 月） 

イ 職員研修  

実施回数：2 回 （副課長級職員、新規採用職員） 

別途、まちづくり自治基本条例周知強化週間を設定し、条例のポイントを全職員

に周知した。（8 月） 

 

 ② 自治基本条例検証委員会 

  ア 実施回数 

7 回（令和 2 年度 2 回、令和 3 年度 5 回） 

  イ 検証結果の答申 

令和 4 年 1 月 26 日 

  ウ 答申概要 

    ・様々な価値観を受容できる意識の醸成、市民等の積極的な参加の促進、市民等がま

ちづくりの主体であることを認識できるような周知啓発が必要 

  ・改正すべき条文はないが、逐条解説は条例の趣旨を分かりやすく記載するなど修正

が必要 
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３ 地域コミュニティ推進事業 ６－１ 

まちづくり協議会の運営支援及び設立支援を行うことにより、住民自身による地域の活性

化及び課題解決に向けた取り組みを進めた。令和 3 年度末現在、31 校区でまちづくり協議

会が設立されている。 

また、多様な主体が自らの役割や連携のあり方について認識を深めるとともに、今後の事

業の広がりや協働の可能性を見出し、実践につなげるため、まちづくり協議会をはじめ市民

活動団体等が交流することを目的として「佐賀市地域づくり交流会」を開催するとともに、

地域コミュニティサイト「つながるさがし」の運営を行った。 

 

 〇設立状況 

協議会名称 設立年月 協議会名称 設立年月 

1 勧興まちづくり協議会 平成27年6月 17 新栄まちづくり協議会 平成26年5月 

2 循誘まちづくり協議会 平成28年5月 18 若楠まちづくり協議会 平成30年7月 

3 日新校区まちづくり協議会 平成28年6月 19 開成まちづくり協議会 平成27年3月 

4 赤松まちづくり協議会 平成29年7月 20 諸富町まちづくり協議会 平成24年7月 

5 神野まちづくり協議会 平成26年6月 21 春日まちづくり協議会 平成27年2月 

6 西与賀まちづくり協議会 平成26年5月 22 春日北まちづくり協議会 平成27年3月 

7 嘉瀬まちづくり協議会 平成24年2月 23 川上校区まちづくり協議会 平成24年9月 

8 巨勢まちづくり協議会 平成26年1月 24 松梅まちづくり協議会 平成30年9月 

9 兵庫まちづくり協議会 平成26年3月 25 富士まちづくり協議会 令和3年11月 

10 高木瀬まちづくり協議会 平成28年7月 26 南川副まちづくり協議会 平成26年6月 

11 北川副まちづくり協議会 平成25年2月 27 西川副まちづくり協議会 平成26年3月 

12 本庄まちづくり協議会 平成23年11月 28 博愛の里中川副まちづくり協議会 平成26年3月 

13 鍋島まちづくり協議会 平成28年3月 29 大詫間まちづくり協議会 平成29年7月 

14 金立まちづくり協議会 平成24年3月 30 東与賀まちづくり協議会 平成25年6月 

15 久保泉まちづくり協議会 平成30年7月 31 久保田まちづくり協議会 平成26年3月 

16 蓮池まちづくり協議会 平成29年6月  

未設立校区 三瀬 
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４ 市民活動推進 ６－１ 

(1) 市民活動推進事業 

① 情報の提供 

市民と行政との協働を行っていくために、市民と情報を共有する。同様に、市民活動団

体の情報を把握･整理し発信する。  

市報や市ホームページによる広報及び各種の広報媒体による情報提供を行う。 

② 協働推進窓口 

「佐賀市まちづくり自治基本条例」や「参加と協働をすすめる指針」の全庁的な理解を

深め、市民等との協働による社会や地域の課題解決の取り組みを進める全庁的な体制を構

築するため、佐賀市の全部署（学校・公民館を除く）に協働推進窓口を設置し、窓口担当

者として協働推進員を配置している。  

  

(2) 市民活動補償制度 

市民活動を実践する活動者等が市民活動中に怪我をした場合や死亡した場合、あるいは

活動の参加者等に損害を与えた場合などに補償を行う。 

① 市民活動補償制度の特徴 

ア 市内に活動拠点を置く市民活動団体の年間を通じて計画的・継続的に実施し、広く公

共の利益を目的とした市内における自発的な無報酬の活動が対象 

イ 補償対象となる人は指導者や活動者、活動を伴う参加者で、単なる観覧者や活動を伴

わない参加者などは除く  

ウ 保険料は市が全額負担  

エ 申し込みや事前登録手続きは不要 

オ スポーツ活動や、活動地と自宅等の往復途上時の事故などは対象に含まない  

② 令和 3 年度事故受付件数 

傷害事故 21 件、賠償責任事故 0 件 

 

(3) 市民活動拠点運営事業（市民活動プラザ） 

① 市民活動プラザ設置の趣旨  

佐賀市の市民活動の拠点施設として、多様な市民活動を育成及び支援すること及び市民

活動に関する情報の収集及び提供に関することを目的として設置した。運営管理について

は特定非営利活動法人佐賀県 CSO 推進機構を指定管理者とし、市民組織主体の施設運営と

市民活動支援を行っている。 

② 貸出施設の利用案内  

ア 申し込み 使用日の属する月の 4 カ月前の月の初日からインターネット又は市民活動

プラザ窓口で受付 

イ 休 館 日 年末年始 （12 月 29 日から翌年 1 月 3 日まで） 

ウ 利用時間 午前 9 時から午後 10 時まで 
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③ 会議室等の利用料金について  

ア 会議室 

種    類 数 単位 利用料金 

大会議室  （36 人程度） 1 1 時間 2,500 円（500 円） 

中会議室 （18 人程度） 3 1 時間 1,500 円（300 円） 

小会議室 （12 人程度） 3 1 時間 1,000 円（200 円） 

※ 利用料金欄の（ ）は市民活動目的利用の場合 

イ その他の設備 

種  類 数 利用料金 

活動共同スペース 6 ブース 月 5,000 円 

ロッカー 

大  5 個 月 500 円 

中 42 個 月 300 円 

小 48 個 月 200 円 

レターケース 264 団体分 無 料 

※ 活動共同スペース、ロッカーの年間利用料金を 4 月に前納すると、9 割の金額 

ウ コピー機 

種    類 内    容 利 用 料 金 

コピー機 

白黒 
Ａ4・Ｂ5 5 円／1 枚 

Ａ3・Ｂ4 10 円／1 枚 

カラー 
Ａ4・Ｂ5 30 円／1 枚 

Ａ3・Ｂ4 50 円／1 枚 

エ 印刷機（用紙持参） 

種    類 内    容 利 用 料 金 

印刷機 
製版 50 円／1 枚 

印刷 1 円／1 枚（0.5 円／1 枚） 

   ※ （ ）は市民活動利用登録団体の場合 

オ 市民活動プラザの利用状況 

項  目 令和 2 年度実績 令和 3 年度実績 

利用者数 40,757 人 39,673 人 

利用登録団体数 559 団体 591 団体 

活動共同スペース貸出数 5 ブース 6 ブース 

 ロッカー貸出数 80 個 95 個 

レターケース貸出数 107 個 109 個 

相談支援件数 151 件 169 件 

情報収集・発信件数 4,213 件 4,678 件 
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(4) 市民活動プラザにおける市民活動支援のための事業 

市民活動プラザや市民活動について広く一般市民に向けて発信し、施設の利用促進や市民

活動に対する関心を高め、佐賀市の市民活動の裾野を広げ活性化につなげることを目的とし、

事業を実施する。  

事業名：市民活動プラザほっとマンス  

令和 3 年度実績 

①   内容  

市民活動団体の活動を紹介する動画の上映やパネル等の展示、市民活動団体による講座

を実施した。新型コロナウイルス感染症対策として来場者の分散を図るため、約 2 か

月間の期間を設けて開催するとともに、特設 WEB サイトによる動画配信を行った。  

② 実施期間  

令和 4 年 1 月 8 日（土）～2 月 28 日（月）、動画視聴件数：2,908 件 

 

(5) 佐賀市市民活動応援制度「チカラット」 

市民活動団体の活動基盤の強化を図り、市民のまちづくりへの参加と実践をすすめるため

に、市民活動団体が行う公益的な事業に対して補助金を交付する。 

令和 3 年度実績 

① 補助率、補助限度額 

   ちかっと部門 補助対象経費の 2/3 以内、上限 100,000 円 

          ※総事業費 150,000 円以下の事業対象 

   カラット部門 補助対象経費の 2/3 以内、上限 300,000 円 

② 交付実績 

    交付事業 21 事業（団体） 

（ちかっと部門：7 事業、カラット部門：14 事業） 

交付確定額  4,669,928 円 

（ちかっと部門：682,431 円、カラット部門：3,987,497 円） 
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５ 公民館・農村環境改善センター・コミュニティセンター 

 ５－４   
(1) 施設の整備・運営 

   佐賀市では、市民の生涯学習や社会教育の推進及び地域コミュニティ活動の拠点と

して、公民館・農村環境改善センター・コミュニティセンターを設置している。 

  

① 施設の設置状況 

種  類 該 当 施 設 運 営 形 態 

公民館 

（32 館） 

勧興、循誘、日新、赤松、神野、西与

賀、嘉瀬、巨勢、兵庫、高木瀬、北川

副、本庄、鍋島、金立、久保泉、蓮池、

新栄、若楠、開成、諸富町、春日、春日

北、川上、松梅、富士、三瀬、南川副、

西川副、中川副、大詫間、東与賀、久保

田 

直営 

農村環境改善センター

（2 施設） 
東与賀、久保田 直営 

コミュニティセンター 

（2 施設） 
富士南部、富士北部 

指定管理者 

（富士南部：富士町内

野自治会、富士北部：

富士町中原区） 

 

② 施設の管理運営 

公民館（農村環境改善センター・コミュニティセンター含む）の管理運営を行い、地域

の拠点として、親しみやすく利便性の高い施設となるよう必要な整備を進め、市民が集

い、学び、つながる場としての機能向上を図る。 

 

(2) 利用時間 

    午前８時３０分から午後１０時まで 

 

(3) 休館日 

   毎月第３日曜日、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

(4) 利用実績（公民館及び農村環境改善センター） 

                      （単位）利用件数：件、利用者数：人 

年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

利用件数 50,490 51,410 49,105 41,536 45,720 

利用者数 692,670 701,903 635,310 423,883 451,408 
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６ 誰もが親しめる市民スポーツの充実 ５－５ 

(1) 生涯スポーツの推進  
① スポーツ少年団育成事業  

スポーツ少年団は日本最大の青少年スポーツ団体で、小学生を中心に、中学生、高校生

まで加入できる。  

佐賀市スポーツ少年団に対し補助を行うとともに、事務局として団の運営を支援し、少

年団の普及と育成及び活動の活性化を図り、青少年の健全な育成に資する。  

○佐賀市スポーツ少年団状況（令和 3 年度実績）  

登録状況 登録団 43 団 ・団員 726 人 ・指導者 133 人 

主な活動 
市スポーツ少年団大会（7.10.11 月）4 種目 35 チーム 505 人 

親子シップス交流大会（12 月）16 チーム 143 人 

② スポーツきっかけづくり推進事業 

年齢や性別、体力、障がいの有無に関わらず、だれもが気軽に楽しめるニュースポーツ

の特長を活かし、地域スポーツの普及促進の手段の一つとして、ニュースポーツ用具の整

備、貸出等を行うとともに、佐賀市スポーツ推進委員と連携を図りながら各地区で出前講

座等を行い、ニュースポーツの指導・普及に努める。  

職員出前講座  参加者数  種 目 

小･中学生・高校生対象（4 回） 192 人 
いごてだま、スカットボール、 

ボッチャ、カローリング 

一般・高齢者等対象(5 回) 94 人 
いごてだま、スカットボール、ボッ

チャ、公式ワナゲ 

③ 総合型地域スポーツクラブ支援事業  

総合型地域スポーツクラブとは、多世代、多種目、多志向の 3 つの多様性を柱とし、地

域住民により自主的・主体的に運営されるスポーツクラブである。市は連絡会を開催し、

各クラブの状況把握及び広報支援をすることで会員拡大を図る。 

令和 3 年度会員数 7 クラブ 1,190 人 

④ スポーツ推進委員協議会活動推進事業  

スポーツ推進委員相互の連絡連携を密にするとともに、スポーツ推進委員の資質の向

上と地域での実技指導等の活動を円滑にするため、市はスポーツ推進委員協議会の活動

に対し補助等の支援を行う。協議会は、自主的活動、自主的運営の体制づくりを確立す

るため、理事会、総務委員会、研修委員会、事業委員会の各専門委員会を定期的に開催

し、各委員会等での協議・研修をふまえて市民スポーツの推進のための各種活動を行う。  

   ○スポーツ推進委員数 112 人 

   ○各種会議等（理事会、総務委員会、研修委員会、事業委員会） 

○研修会（定例研修会、女性委員研修会）  

○自主活動（佐賀市まなざしスポレク祭、佐賀市研究大会の開催、佐賀県実技研修会、

佐賀県研究大会への参加） 

○市老人クラブ連合会ニュースポーツ講習 

⑤ スポーツ推進審議会  
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本市のスポーツ行政に反映させるため、審議会を開催し佐賀市のスポーツ推進に関し、

スポーツに造詣の深い方々に専門的立場から調査、審議、建議していただく。  

○佐賀市スポーツ推進審議会委員 15 人 

○スポーツ推進審議会の開催 1 回 

⑥ さが桜マラソン大会開催事業  

佐賀新聞社、佐賀陸上競技協会、佐賀県、佐賀市、神埼市の五者で、平成 25 年度にフ

ルマラソンとして生まれ変わった「さが桜マラソン」を開催する。沿線の住民及び事業所

に対して十分な周知と協力を依頼し、広報等による市民の機運醸成、ボランティアの確

保・管理や、参加者及び来訪者の心に残る大会とするためのおもてなしを行う。 

○さが桜マラソン 2022 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催を中止し、代替大会として「さが桜マ

ラソン 2022 オンライン」を開催。 

 

(2) 競技スポーツの推進  

① 佐賀市スポーツ協会との連携事業  

公益財団法人佐賀市スポーツ協会（市スポ協）は、地区体育（スポーツ）協会の育成、

競技種目協会等の育成、選手の強化、大会の開催などの事業を通し、市民の体力向上とス

ポーツ精神の高揚を図り、市民の健全な心身の発展に取り組む団体である。市スポ協に補

助金を交付することにより、市スポ協と連携して佐賀市の体育・スポーツの健全な普及・

発展を推進する。  

○令和 3 年度加盟団体 地区 29 種目等 34  

○主な事業 ・各種大会選手派遣費補助（18 件）・各種スポーツ教室開催（14 教室） 

・各種スポーツ大会開催（1 大会） 

② 市民スポーツ大会開催事業  

市民のスポーツに参加する意欲と関心を盛り上げ、スポーツが生活の中に密着し、健康

で明るい郷土づくりに寄与するため、市民スポーツの祭典として開催する。  

市内各会場において競技を行い（競技によっては県民スポーツ大会の予選を兼ねる）、小学

校区及び地区対抗で得点を競う。 

○令和 3 年度 第 74 回市民体育大会（７月） 

・18 競技 28 種別を実施  ・参加者 4,374 人 

③ 校区対抗駅伝大会開催事業 

市が主催し、市スポ協の協力を得て各地区体育（スポーツ）協会に参加を募り大会を運

営する。駅伝競走に親しむことにより、健康と体力の維持・増進を図り、各地区対抗での

順位を競う。 

     また、市民に大会情報を提供し、見てもらうことによりスポーツに対する関心を高める。  

佐賀市干潟よか公園周辺において、6 区間、23.3 ㎞で開催。 

○令和 3 年度校区対抗駅伝大会 

新型コロナウイルス感染症の拡大により中止。 

④ 県民スポーツ大会への参加 

県民スポーツ大会に参加することにより、競技力向上を図る。また、市民に大会情報を

提供し、見てもらうことによりスポーツに対する関心を高める。  
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開催地は、県内を 4 ブロックに分け、持ち回りで開催。  

10 月第 3 土曜日・日曜日、20 競技 33 種目で開催。 

○令和 3 年度 第 74 回県民スポーツ大会 

新型コロナウイルス感染症の拡大により中止。 

⑤ 各種スポーツ大会開催補助事業 

スポーツの競技大会は、参加する競技者にとって日ごろの練習の成果を発揮する場であると

同時に、市民にとってはアスリートの姿を目にすることができる絶好の機会となり、競技力の

向上や競技人口の増加等にもつながる。生涯スポーツ、競技スポーツどちらにおいても推進を

図っていくために必要な支援で、スポーツ大会開催団体へ補助金を交付し、大会の円滑な運営

を図る。補助を通して、より充実した大会が開催されることにより、スポーツへの参加を促

し、周知啓発に資する。 

○第 62 回郡市対抗県内一周駅伝大会（2 月） 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により、1 日だけに限定して開催。 

佐賀市成績 第 2 位（出場 13 チーム） 

〇土井旗・土井杯争奪思斉館柔剣道大会（中止） 

〇むつごろう CUP 車椅子バスケットボール大会（中止） 

〇佐賀県北部連合尚武会演武大会（中止） 

〇三瀬旗少年剣道大会（中止） 

〇ムツゴロウ杯卓球バレー交流大会（中止） 

〇富士しゃくなげ湖ハーフマラソン大会（中止） 

⑥ スポーツ合宿推進事業  

市内に宿泊し合宿を行うアマチュアスポーツ団体に、宿泊費を補助する。 

また、佐賀市スポーツキャンプ誘致・交流推進協議会で国内外のトップレベルチーム

等の合宿・キャンプの受入を行い、練習環境の整備や選手と市民の交流事業を実施するほ

か、各種団体への誘致活動や合宿・キャンプ受入にかかるおもてなし力向上に取り組む。  

   ○令和 3 年度実績   

補助金交付団体（3 団体） 延べ宿泊数 202 泊 

代表・プロチーム等キャンプ 
東京 2020 代表選手団（ニュージーラン

ド、フィンランド） 

  〇佐賀市スポーツキャンプ誘致・交流推進協議会の活動  

   ・誘致プロモーション事業  

    新型コロナウイルス感染症拡大のため誘致活動を自粛  

   ・合宿・キャンプ等の受入時の交流  

東京 2020 大会事前キャンプ受入時の交流（7～8 月） 

交流内容 実施相手国 

市内小中学生からの応援メッセージ

入り国旗贈呈 

ニュージーランド、フィンランド、タイ

（郵送） 

来日選手団向けオンラインツアー ニュージーランド、フィンランド 

オンライン陸上教室 ニュージーランド 

記念品マスク製作・贈呈 ニュージーランド、フィンランド 
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ホストタウン相手国への手紙 ニュージーランド、フィンランド 

     ※タイ選手団は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で来日自粛  

   ・おもてなし力向上の取り組み  

    学校給食での東京 2020 大会事前キャンプ相手国料理提供と文化理解講座  

ニュージーランド  給食提供校 22 校（のべ 28 回）文化理解講座 2 校（7 月） 

タイ   給食提供校 28 校（のべ 37 回）文化理解講座 2 校（7 月） 

フィンランド 給食提供校 16 校（のべ 16 回）文化理解講座 1 校（7 月） 

   ・合宿・キャンプ誘致・受け入れのための情報収集・発信  

    東京 2020 大会事前キャンプのポスターを作成し、市内各施設に掲示した。 

     JR 佐賀駅で事前キャンプの広告装飾を実施した。 

⑦ スポーツ指導者育成事業  

   ジュニア期は生涯を通じてスポーツと関わる習慣を身につける重要な準備期であるこ

とから、勝利至上主義を見直し、スポーツのあり方や適正な指導方法を指導者、保護者

に啓発する必要がある。  

少年スポーツ指導者や保護者に対して、ジュニア期におけるスポーツのあり方等につ

いての講演会や研修会を開催し、指導に関する最新の情報を習得し、少年スポーツ指導

における正しい指導法確立を支援する。  

○令和 3 年度実績  

講演会・研修会名  内    容 

第 1 回少年スポーツ指導

者研修会『スポーツによ

る外科的傷害』 

令和 3 年 8 月 6 日 

・参加者 22 人 

・「少年スポーツ概論」 

・「少年スポーツによる外科的傷害と応急処置」 

   第 2、3 回少年スポーツ指導者研修会は新型コロナウイルス感染症拡大のため中止 

⑧ 各種大会出場補助事業 

   スポーツ活動をする本市の学生の活躍を祈念し激励するため、経費の一部に対して補

助を行った。 

   ・各種大会出場補助金（高校） 3 件 

  ・小中学生各種スポーツ大会等出場激励金 61 件 

⑨ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック選手応援・支援事業 

   東京 2020 オリンピック・パラリンピックに出場した佐賀市出身及び佐賀市在住の選

手に対し、その活躍と健闘を期待し、激励の意を表すため激励金を交付した。 

   また、出場決定を祝した懸垂幕を本庁舎に掲示し、選手の出身中学校や大型施設に設

置した日本国旗に選手への応援メッセージを書くことで、市民一体となって応援する機

運醸成に取り組んだ 

⑩ 東京 2020 オリンピック聖火リレー運営事業 

   東京 2020 オリンピック聖火リレーの開催に伴い、交通規制にかかるチラシ作成及び

配布、看板作成及び設置、警備を実施し、ミニセレブレーションを開催した。 

⑪ プロスポーツチーム連携事業 
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   佐賀市をホームタウンとする佐賀バルーナーズ、交流宣言を締結したサガン鳥栖をは

じめとする県内プロスポーツチームと連携し、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う

行動自粛やスポーツ大会・イベントの中止で疲弊した市民の活力をスポーツの力で取り

戻すとともに地域経済の再浮揚を図る。 

〇スポテンＳＡＧＡ2021（11 月） 

プロスポーツ選手のトークショー、3×3 バスケットボール大会、エクストリームス

ポーツパフォーマンス・試乗体験、スポーツトレーナーによる走り方教室、国スポ・

全障スポ競技体験等のイベントを実施した。 

 ⑫ 佐賀バルーナーズ連携事業 

   株式会社サガスポーツクラブと締結した連携協定に基づき、佐賀市をホームタウンと

して活動する佐賀バルーナーズと連携した各種事業を実施した。 

   〇ターゲットエイジバスケットボールクリニック 

    佐賀バルーナーズのアカデミーコーチが、3 年後のＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障ス

ポ時に少年の部の選抜対象となる中学生の部活動に赴き、競技力向上を目的としたバ

スケットボールの練習会を実施した。 

   〇キッズ B&D チャレンジプロジェクト 

 佐賀バルーナーズのコーチ、選手、バルヴィーナス、マスコットが保育園、小中学校

に出向き、バスケットボールやダンスの動きを取り入れたスポーツ教室を実施した。 

   〇子育てママのスポーツ教室 

 佐賀バルーナーズのコーチ、選手、マスコットを講師に未就学児とその母親を対象と

した託児付きスポーツ教室を実施した。 

   〇佐賀バルーナーズマッチスポンサー 

 ホームゲーム１節２試合に冠試合として協賛し、市民招待や市のＰＲを実施すること

としていたが、対象試合が中止となったため、別の試合に市民５０人を招待し、応援

機運醸成を図った。 

   〇佐賀バルーナーズＢ２リーグ戦ホームゲーム観戦割引チケット販売業務 

 (株)サガスポーツクラブに佐賀市で開催されるＢ２リーグ戦ホームゲーム前売りチケ

ットの値引き設定、販売業務を委託した。 

 ⑬ サガントス交流宣言事業 

   佐賀市・サガントス交流宣言に基づき、市のＰＲやサガン鳥栖のファンの拡大などを

目的として各種事業を実施した。 

〇サガン鳥栖マッチスポンサー（7 月） 

    ホームゲーム１試合のマッチスポンサーを務め、各種イベントの実施や応援用のクラ

ップバナーを作成し、本市のＰＲを行った。 

   〇地域担当選手配置 

    サガン鳥栖の選手のうち常時２名を、本市主催のイベントや市事業の広報への出演担

当として配置した。 

   〇アウェイ戦パブリックビューイング（10～11 月） 

    市事業や観光施設のＰＲと連携したアウェイ戦のパブリックビューイングを開催し、

来場者抽選会を実施した。 

〇巡回サッカー教室（11～3 月） 
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    サガン鳥栖のＯＢ及びコーチが市内小学校を訪問し、サッカーの競技人口の拡大とス

ポーツ振興を目的としたサッカー教室を開催した。 

   〇サガン鳥栖「夢」先生（11 月） 

    サガン鳥栖の現役選手が市内小中学校を訪問し、夢をテーマに授業を行った。 

   〇サガン鳥栖版佐賀弁ラジオ体操 

    本市の特産品や名所の画像を背景に、サガン鳥栖現役選手がラジオ体操をする映像を

作成した。 

   〇ブラインドサッカー体験イベント（3 月） 

    ＳＡＧＡ２０２４全障スポへの機運醸成と障害者スポーツへの理解促進を目的とし

て、各種パラスポーツの体験イベントを開催した。 

   〇サガン鳥栖ユース環境整備等補助金 

    本市に拠点を置く、サガン鳥栖のユースの強化につながる環境整備のため、荷物運搬

にかかる車両の購入及び駐輪場の整備にかかる経費に対し補助を行った。 

 

 

 

(3) スポーツ施設の整備と活用  

① スポーツ施設の整備  

市民が日常生活の中で、いつでも気軽にスポーツ施設を利用できるよう、施設の環境整

備を進める。 

② スポーツ施設の管理・運営  

市民が、快適にスポーツや運動に親しむことができるように、利用者の視点に立ったサ

ービスや利便性の向上に努めるとともに、利用者が安全かつ公平に利用できるよう適正な

管理・運営を行う。 

また、指定管理者制度の導入を図り、民間の能力を活用した住民サービスの向上と施設

の効果的な運営に努める。 

③ 施設のネットワーク化及び情報提供  

市民がインターネットを活用してパソコンや携帯電話から体育施設の空き状況の確認や

利用申込等ができる「公共施設予約システム」を運用し、身近なスポーツ施設の情報を発

信している。 

 

④ 学校体育施設の開放  

市民のもっとも身近にある学校体育施設を有効活用し、スポーツ活動や地域のふれあい

の場として、学校教育に支障のない範囲で一般に開放する。佐賀市内の 52 校において、

学校体育施設開放運営委員会により管理を行っている。 

また、市内の小学校 10 校のグラウンド及び中学校 1 校のテニスコートに夜間照明施設

を設置し、利便性向上に努めている。 
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○ 体育施設一覧 

施　設　の　概　要

佐賀勤労者体育センター
アリーナ３５ｍ×３１ｍ
　バレーボール・バスケットボール２面（ミニバスケット対応可）、バドミントン８面、フットサル、
卓球台１4台、2階：軽スポーツ、卓球台2台

市立体育館
アリーナ３３ｍ×３７ｍ
　バレーボール・バスケットボール２面（ミニバスケット対応可）、バドミントン８面、トレーニン
グ室、卓球台２１台

諸富文化体育館
アリーナ４２ｍ×３４ｍ
　バレーボール・バスケットボール２面、バドミントン６面、ミニテニス
　６面、トレーニング室、ステージ　座席数１，２９４席、卓球台２１台

大和勤労者体育センタ－
アリーナ３０ｍ×３５ｍ
　バレーボール・バスケットボール２面、バドミントン６面、2階：卓球台5台

三瀬勤労福祉センター 　バレーボール２面、バドミントン３面、フットサル、剣道４面、卓球台５台

スポーツパーク川副体育センター
アリーナ４２ｍ×２８ｍ
　バレーボール３面、バスケットボール２面、バドミントン６面、フットサル、卓球台18台

野球場 市立野球場 　両翼９３ｍ、中堅１２０ｍ　　磁気反転式スコアボード　　屋内ブルペン

市民運動広場 　野球1面、ソフトボール1面、サッカー１面　夜間照明

西神野運動広場 　ソフトボール１面、少年野球１面、ゲートボール、グラウンド・ゴルフ

嘉瀬川河川敷北グラウンド 　野球４面

諸富公園多目的広場 　野球１面、ソフトボール２面、サッカー1面　　夜間照明（4月～10月）

大和中央公園自由広場 　野球２面、ソフトボール４面　　夜間照明

春日運動広場 　野球１面、少年野球２面、ソフトボール２面、グラウンド・ゴルフ

富士運動広場 　野球１面、ソフトボール１面　　夜間照明

三瀬グラウンド 　野球１面、ソフトボール2面　　夜間照明

スポーツパーク川副多目的広場 　野球２面、ソフトボール４面、サッカー２面　　夜間照明

川副運動広場 　野球１面、ソフトボール１面、グラウンドゴルフ

東与賀運動公園運動広場 　野球１面、ソフトボール１面　　夜間照明

久保田グラウンド 　野球１面、ソフトボール１面、サッカー、グラウンドゴルフ、陸上競技等　夜間照明

健康運動センター多目的グラウンド 　野球２面、ソフトボール４面、サッカー２面　夜間照明

健康運動センターサッカー・ラグビー場 　人工芝グラウンド１面（夜間照明）、天然芝グラウンド１面、管理棟（更衣室等）

市立テニスコート 　砂入り人工芝コート８面　　夜間照明

諸富公園テニスコート 　クレーテニスコート２面

大和中央公園テニスコ－ト 　全天候型ハードコート２面（夜間照明）　、クレーテニスコート２面

春日運動広場多目的コ－ト 　クレーテニスコート４面

東与賀運動公園テニスコート
　人工芝テニスコート２面・クレーテニスコート２面（夜間照明）
　ゲートボール場４面

市立弓道場 　近的射場１０人立、遠的射場６人立

諸富文化体育館多目的室 　柔道１面

スポーツパーク川副武道館 　剣道場２面、柔道場２面、弓道場近的射場３人立

富士運動広場屋内練習場 　剣道１面、卓球台４台

スポーツパーク川副トレーニングハウス 　バラエティールーム、トレーニングルーム、ミーティングルーム

東与賀運動公園スポーツルーム 　第１体育室、第２体育室　　卓球台５台

相撲場 富士運動広場相撲場 　屋根付き相撲場

三瀬プール 　２５ｍ　５コース（内１コース徒歩用）

スポーツパーク川副市民プール 　５０ｍ　８コース

健康運動センター健康運動館（温水プール等）
　メインプール（２５ｍ　７コース）、可動床・流水プール、こども用プール、ジャグジー
　スタジオ、トレーニングルーム、浴室、多目的室

水上競技場 富士しゃくなげ湖水上競技場
管理棟、艇庫、リギング広場、常設コース（ボート・カヌー各４コース）
※ボート（1,000ｍ×8レーン）、カヌー（500ｍ×9レーン）等の各専用レーンに変更可能

テニスコート

プール

名　　　　称

体育館

武道館等

グラウンド
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○ 体育施設別利用状況  

 

 

件数 人数 計 件数 人数 計

個人利用 3,010 5,228 3,185 7,272

団体利用 3,663 38,867 3,997 39,205

個人利用 4,891 12,003 4,595 9,321

団体利用 2,602 37,954 2,891 40,550

個人利用 0 0 0 0

団体利用 2,142 31,354 2,067 41,804

個人利用 2,648 3,990 2,359 3,440

団体利用 1,996 24,140 2,053 27,234

個人利用 136 975 177 1,195

団体利用 65 1,339 113 2,437

個人利用 0 0 0 0

団体利用 1,787 17,355 2,166 19,971

件数 人数 計 件数 人数 計

一般 41 2,908 67 5,074

高校生以下 86 5,305 85 5,570

野球 42 717 43 427

ソフトボール 50 1,329 57 1,084

その他 484 25,070 562 25,959

野球 42 1,030 60 1,271

ソフトボール 17 536 8 329

その他 207 11,156 222 10,132

野球 403 462 416 952

ソフトボール 36 362 15 171

その他 45 45 249 445

野球 56 1,452 60 2,025

ソフトボール 89 1,279 103 1,644

その他 294 16,279 290 16,688

野球 225 5,156 226 4,976

ソフトボール 80 2,651 56 3,694

その他 858 20,068 1,028 22,720

野球 156 13,325 157 14,365

ソフトボール 0 0 0 0

その他 320 7,363 339 5,929

野球 384 11,441 421 15,923

ソフトボール 72 2,066 112 3,436

その他 79 2,145 48 1,951

野球 275 5,523 297 4,051

ソフトボール 14 298 37 546

その他 294 3,722 272 3,035

野球 134 3,180 118 2,410

ソフトボール 2 60 2 50

その他 19 3,367 46 3,325

野球 84 3,785 86 4,233

ソフトボール 3 105 1 100

その他 65 877 79 619

野球 519 13,605 498 13,886

ソフトボール 7 84 14 138

その他 350 7,821 248 5,541

野球 0 0 95 1,981

ソフトボール 0 0 2 11

その他 36 1,100 282 7,921

野球 80 2,130 80 1,589

ソフトボール 36 3,051 60 5,138

その他 419 16,217 485 18,150

人工芝 516 35,618 534 43,554

天然芝 115 8,467 117 11,320
健康運動センター　サッカー・ラグビー場 44,085 54,874

健康運動センター多目的グラウンド 21,398 24,877

久 保 田 グ ラ ウ ン ド 1,100 9,913

東 与 賀 運 動 公 園 運 動 広 場 21,510 19,565

三 瀬 グ ラ ウ ン ド 4,767 4,952

富 士 運 動 広 場 6,607 5,785

春 日 運 動 広 場 9,543 7,632

大 和 中 央 公 園 自 由 広 場 15,652 21,310

川 副 運 動 広 場 20,688 20,294

スポーツパーク川副多目的広場 27,875 31,390

諸 富 公 園 多 目 的 広 場 19,010 20,357

嘉 瀬 川 河 川 敷 北 グ ラ ウ ン ド 869 1,568

西 神 野 運 動 広 場 12,722 11,732

市 民 運 動 広 場 27,116 27,470

市 立 野 球 場 8,213 10,644

令和2年度 令和3年度

グ
　
ラ
　
ウ
　
ン
　
ド

施　　設　　名 区　分

ス ポ ー ツパ ー ク 川 副 体 育 セ ン タ ー 17,355 19,971

三 瀬 勤 労 福 祉 セ ン タ ー 2,314 3,632

30,674大 和 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー 28,130

諸 富 文 化 体 育 館 31,354 41,804

市 立 体 育 館 49,957 49,871

46,477

令和2年度 令和3年度

佐 賀 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー 44,095

体
育
館

施　　設　　名 区　分
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件数 人数 計 件数 人数 計

個人利用 14,729 36,892 15,390 36,330

団体利用 203 6,292 181 7,257

個人利用 412 2,828 479 3,657

団体利用 0 0 0 0

個人利用 1,646 2,903 1,957 3,535

団体利用 786 5,584 911 6,424

個人利用 0 0 0 0

団体利用 623 11,783 614 10,403

個人利用 0 0 0 0

団体利用 1,155 5,066 1,676 7,468

件数 人数 計 件数 人数 計

個人利用 6,622 6,622 7,423 7,423

団体利用 185 4,096 187 4,115

個人利用 0 0 0 0

団体利用 288 3,860 331 4,084

個人利用 258 258 328 328

団体利用 1,615 7,866 1,687 7,492

個人利用 0 0 0 0

団体利用 0 0 3 140

ﾊﾞﾗｴﾃｨｰﾙｰﾑ 437 7,063 568 6,508

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ 51 491 66 574

個人利用 0 0 0 0

団体利用 510 4,416 599 4,749

個人利用 0 0 0 0

団体利用 0 0 114 1,373

個人利用 0 0 0 0

団体利用 6 72 0 0

幼児 4,308 4,308 3,207 3,207

小中学生 7,664 7,664 8,339 8,339

大人 52,396 52,396 41,018 41,018

65歳以上 55,755 55,755 41,625 41,625

障がい者・介助者 18,276 18,276 12,451 12,451

健康運動センター多目的室 専用利用 93 2,013 2,013 106 1,884 1,884

健康運動センター健康運動館 138,399 106,640

スポーツパーク川副市民プール 72 0

1,373三 瀬 プ ー ル 0

3,903 3,903 3,723 3,723 3,7233,903スポーツパーク川副ト レーニングルーム 個人利用

3,241 3,241 3,241 3,758 3,758 3,758諸富文化体育館ト レーニン グ室 個人利用

7,640 7,640 7,717 7,717 7,7177,640市 立 体 育 館 ト レ ー ニ ン グ 室 個人利用

東 与 賀 運 動 公 園 ス ポ ー ツ ル ー ム 4,416 4,749

ス ポーツパーク川副ト レーニングハ ウス 7,554 7,082

富 士 運 動 広 場 屋 内 練 習 場 0 140

ス ポ ー ツ パ ー ク 川 副 武 道 館 8,124 7,820

諸 富 文 化 体 育 館 多 目 的 室 3,860 4,084

令和3年度

市 立 弓 道 場 10,718 11,538

武
　
道
　
館
　
等

施　　設　　名 区　分
令和2年度

東与賀運動公園テニ スコート 5,066 7,468

10,403春 日 運 動 広 場 テ ニ ス コ ー ト 11,783

大 和 中 央 公 園 テ ニ ス コ ー ト 8,487 9,959

諸 富 公 園 テ ニ ス コ ー ト 2,828 3,657

43,587

令和2年度 令和3年度

市 立 テ ニ ス コ ー ト 43,184

テ
　
ニ
　
ス
　
コ
　
ー

　
ト

施　　設　　名 区　分
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７ 佐賀市健康運動センター ３－４ 

(1) 施設の設置 

佐賀市では、運動を中心とした活動や交流を通じて、市民の健康増進及びスポーツの推

進に寄与するため、佐賀市健康運動センターを設置している。 

 

(2) 施設の概要 

① 所  在  地 佐賀市高木瀬町大字長瀬 2553 番地（Tel 36-9309） 

② 敷地面積 97,517.70 ㎡（サッカー・ラグビー場 37,546.25 ㎡を含む） 

③ 延床面積 5,201.01 ㎡  

※ 健康運動館 4,769.23 ㎡（1 階 4,529.18 ㎡、地下 240.05 ㎡） 

※ サッカー･ラグビー場管理棟 431.78 ㎡ 

④ 総事業費 『健康運動館・多目的グラウンド』 27 億 9500 万円（用地費含む） 

    （地域総合整備事業債〈ふるさとづくり事業〉） 

   『サッカー・ラグビー場』   10 億 4100 万円（用地費含む） 

    （緊急防災・減災事業債等） 

⑤ 施設内容 『健康運動館』 

    温水プール（25ｍ、可動床、子ども用、ジャグジー）、トレーニング

   ルーム（各種トレーニング機器有）、スタジオ、入浴施設、更衣室、管

   理室、多目的室 

   『多目的グラウンド』 

    グラウンド(夜間照明設置)、ウォーキングコース（2 コース） 

   『サッカー・ラグビー場』 

    天然芝グラウンド 1 面、人工芝グラウンド 1 面（夜間照明設置）、管

   理棟（ミーティング室、シャワー室有） 

   『駐車場』 

    健康運動館南側駐車場（203 台：多目的駐車場 8 台を含む） 

    サッカー･ラグビー場駐車場（334 台：多目的駐車場 4 台を含む） 

           サッカー･ラグビー場第 2 駐車場（210 台：多目的駐車場 5 台を含む） 

⑥ 竣  工 平成 16 年 5 月 10 日（建設期間 平成 13～15 年度の継続事業） 

※ サッカー・ラグビー場は、平成 26 年 3 月 31 日（平成 24～25 年度の

継続事業） 

⑦ 供  用  日 平成 16 年 5 月 11 日 

※ サッカー・ラグビー場は、平成 26 年 4 月 5 日 

⑧ 特  徴 敷地北西側に位置する佐賀市環境センター（焼却炉）の余熱利用施設 

※ サッカー･ラグビー場を除く 

 

(3) 利用時間 

午前 9 時から午後 9 時まで（平日有料エリアは午後 9 時 30 分まで延長） 

① 多目的グラウンド   4 月 1 日～10 月 31 日 午前 6 時から午後 9 時まで 

      11 月 1 日～ 3 月 31 日 午前 7 時から午後 9 時まで 
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② サッカー・ラグビー場 

ア 天然芝グラウンド 火、水曜日  5 月～8 月 午後 3 時から午後 7 時まで 

        4 月、9 月 午後 2 時から午後 6 時まで 

       10 月～3 月 午後 1 時から午後 5 時まで 

    土、日曜日   午前 9 時から午後 5 時まで 

※ 天然芝グラウンドの利用時間については、1 日原則 4 時間 

イ 人工芝グラウンド及び管理棟 午前 9 時から午後 9 時まで 

 

(4) 休館日 

毎週月曜日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

 

(5) 管理運営 

佐賀市で指定管理者制度を導入した最初の施設であり、現在は 4 期目の指定期間（2019

～2023）を迎えている。指定管理者は運動指導や施設管理に関して専門的な能力を有する

サガン･ドリームス／健康科学研究所／古賀商事グループを指定し、施設の管理運営の全般

を任せている｡ 

 

(6) 有料エリアの利用実績 

年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

営業日数 310 310 300   290   286 

幼  児 6,902 6,627 6,447 4,308 3,207 

小中学生 14,255 13,728 13,348 7,664 8,339 

大  人 78,200 72,855 71,063 52,396 41,018 

65 歳以上 73,224 73,776 70,418 55,755 41,625 

しょうがい

者・介助者 
22,277 22,047 22,509 18,276 12,451 

総利用者 194,858 189,033 183,785 138,399 106,640 

※ 有料エリアは、プール、トレーニング室、スタジオ等の個人の利用料金が設定された

エリア 

 

(7) 多目的グラウンドの利用実績 

年 度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

件 数 638 640 604 535 625 

人 数 33,391 34,808 32,824 21,398 24,877 

 

(8) 多目的室の利用実績 

年 度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

件 数 201 147 108 93 47 

人 数 2,356 2,036 2,198 2,013 1,111 
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(9) サッカー・ラグビー場（人工芝、天然芝）の利用実績 

施設名 
令和 2年度 令和 3年度 

件数 人数 件数 人数 

人工芝グラウンド 516  35,618  534 43,554 

天然芝グラウンド 115  8,467  117 11,320 

  ※天然芝グラウンドは平成 26 年 8 月から供用開始 

-125-



 

 

８ 三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する事業 ５－６ 

佐賀市の「三重津海軍所跡」を構成資産に含む「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造

船、石炭産業」が平成 27 年 7 月に世界遺産一覧表に記載された。 

この「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」は、幕末から明治期にかけ

ての日本の急速な近代化の原動力となった産業遺産及び近代化遺産で構成されており、8 県 11

市に分布する 23 資産が 1 つの群として、世界遺産としての価値を有している。「三重津海軍

所跡」は、幕末期の造船分野における試行錯誤の実験段階の取り組みを具体的に証言するもの

として、その構成資産になっている。 

本市では、世界遺産登録の目的である資産の管理保全及び次世代への継承を実現するため、

構成資産が所在する 8 県 11 市で構成する「『明治日本の産業革命遺産』世界遺産協議会」に

加盟し、構成自治体や国（内閣官房）と連携を図りながら、世界遺産委員会の勧告に沿った世

界遺産の保存・整備・活用のための取り組みを実施している。 

平成 29 年度には、世界遺産と史跡の保全措置や整備・活用の方向性を一体的に示した「三

重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」を策定しており、この計画に基づき各種事業

を進めている。 

(1) 保存事業 

 地下遺構の保全強化のため、地下水位等のモニタリング調査を令和元年度から開始した。

また、史跡指定地内の駐車場を史跡外に移転整備し、令和 2 年 10 月から本格供用を開始した。 

 

(2) 整備事業 

「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」及びガイダンス施設整備の方針を示し

た「三重津海軍所跡ガイダンス施設基本計画」をもとに史跡の現地（屋外展示）と、隣接する

佐野常民記念館を活用したガイダンス施設（屋内展示）の一体的な整備を行い、来訪者に双方

を循環する見学を促すことにより、三重津海軍所跡への理解を深めてもらうことを目指してい

る。 

平成 30 年度に両展示の基本設計、令和元年度に屋内展示の実施設計を行い、令和 2 年度当

初から屋内展示工事を本格的に開始した。令和 3 年 9 月 25 日にガイダンス施設を、「佐野常

民と三重津海軍所跡の歴史館」と館名を改めオープンした。 

令和 4 年度には地下水位等のモニタリング調査や平成 30 年度以降の発掘調査の成果を反映

させるための屋外展示の追加基本設計、令和 5 年度に実施設計を行い、令和 6 年度から屋外展

示整備工事に着手する。 

 

(3) 活用事業 

世界遺産を適切に保全し、次世代に引き継ぐためには、その歴史遺産に対する市民の保存・

継承への理解と継続的な保全活動への参加が不可欠である。そのため、市民団体や企業等との

協働体制のもと、定期的な意見交換や史跡周辺の清掃活動を行うとともに、広報活動や講座・

イベントの開催、パンフレットや子ども向け学習教材の配布などにより、市民の理解増進に取

り組んでいる。 

また、遺構の多くが地下に保存されている三重津海軍所跡では、来訪者に正しく歴史や価値

を伝えるにあたって、ガイドの存在が必要不可欠であるため、「『明治日本の産業革命遺産』
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世界遺産協議会」などが実施するガイド研修会への参加や、市独自の定期的なガイド研修会の

開催により、ガイドの資質の向上を図っている。 
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９ 歴史まちづくり推進事業 ５－６ 

平成 20 年 11 月に施行された「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（歴

史まちづくり法）に基づき策定した佐賀市歴史的風致維持向上計画が、平成 24 年 3 月 5 日に

国の認定を受けた。  

この計画に基づき、平成 24 年度から 10 年間、認定計画に記載した事業を重点区域（佐賀城

下町地区）内で展開し、地域の歴史的・文化的資産を活かしたまちづくりを推進してきた。  

令和 3 年度末で第１期計画が終了することから、引き続き本市固有の歴史的風致を後世に引

き継いでいくため、第２期計画（計画期間：令和 4 年度～令和 13 年度）を策定し、令和 4 年

3 月 22 日に国の認定を受けた。 

 

「佐賀御城下繪図でまち歩き」マップ  

文化年間（1810 年頃）に作られたとされる文化御城下絵図と現代地図を重ね合わせ、部分

的に着色などの加工を施している。マップは無料で配布しており、まち歩きや歴史講座などで

活用され、佐賀市の歴史や文化に関する市民や来訪者の知識と理解を深めることに寄与してい

る。 
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１０ 未来につなげる文化の振興 ５－６  

(1) 文化財の保存・活用 

① 文化財の調査 

ア 歴史の調査 

一般文化財を含んだ歴史的な事柄について様々な調査を行う。文化財指定を行うため

の基礎的な調査をはじめ、市民からの歴史的な事柄の問い合せに対する調査・回答など

も行う。 

イ 埋蔵文化財発掘調査 

埋蔵文化財の保存や、開発事業に先立つ記録保存を目的とした調査を行う。現地調査

終了後は、出土遺物や作成した記録類の整理・分析調査を行った上で、発掘調査報告書

を刊行し、研究や学習教材として資料を提供する。 

また、市内で行われる開発に先立ち、埋蔵文化財の確認調査を行い、開発と文化財保

護との調整を図っている。 

令和 3 年度実施事業 内   容 

市内遺跡発掘調査 

市内で行われる開発行為に先立ち、開発対象地内で埋

蔵文化財の有無、内容を確認する調査を実施した。

（確認調査実施件数：165 件） 

出土遺物保存処理事業 
発掘調査で出土した遺物について、保存処理を実施し

た。 

東名遺跡出土遺物整理事業 遺跡から出土した遺物の整理作業を実施した。 

高木瀬地区発掘調査 
高木瀬地区ほ場整備事業に伴う発掘調査分の整理・報

告書作成を実施した。 

七ヶ瀬遺跡発掘調査 佐賀コロニー跡地の発掘調査及び整理を実施した。 

久保泉工業団地発掘調査 
久保泉工業団地発掘調査に伴う記録資料の整理・報告

書作成を実施した。 

精煉方跡発掘調査 精煉方跡の整理作業を実施した。 

民間開発事業に伴う緊急発

掘調査 

緊急的に発生する小規模な民間開発事業に伴う発掘調

査及び整理・報告書作成を実施した。 

ウ 世界遺産関連事業 

平成 27年 7月 8日に世界遺産一覧表に登録された「明治日本の産業革命遺産 製鉄・

製鋼、造船、石炭産業」の構成資産の一つである史跡三重津海軍所跡については、市民

に対して発掘調査成果等の情報発信や来訪者対策を行っていく。 

② 文化財の保護と活用  
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ア 文化財保護審議会の開催 

文化財の保護や活用に関する重要事項について、佐賀市文化財保護審議会に諮って調

査審議を行う。 

イ 文化財の指定 

佐賀市域には、国・県・市による指定文化財が多数所在している。 

市指定文化財については、市内に残る歴史遺産の調査を行い、その中から重要なもの

を選び、佐賀市文化財保護審議会へ諮って指定し、恒久的な保存を図っている。 

ウ 文化財の維持管理 

指定文化財の所有者と協力しながら、維持管理に努めている。修理が必要な際には、

佐賀市文化財保護条例に基づき、修理の一部を補助し、適切な保存を図っている。 

埋蔵文化財発掘調査で出土した遺物や寄贈された民具等に関しては、文化財資料館や

富士文化財収蔵庫で保管している。また、市内に所在する指定された天然記念物の樹木

については、より良い保存を図るため、樹勢調査を行っている。 

エ 肥前国庁跡の活用 

平成 17 年度に整備・建設が完了した、肥前国庁跡歴史公園や国庁跡資料館の企画展

や講座等によって歴史遺産の重要性を啓発し、文化財保護意識の高揚を図る。 

オ 東名遺跡の保存と活用 

東名縄文館において東名遺跡から出土した遺物の展示を行っている。また、市内の小

学 6 年生を対象に東名遺跡の発掘調査で実際に出土した遺物を活用した出前授業のほか、

トークイベント、講座、企画展を実施している。また、東名遺跡の史跡整備として、東

名遺跡ガイダンスと埋蔵文化財センターの機能を兼ねた施設の整備を進める。 

カ 歴史遺産の紹介 

市内に所在する文化財について、その内容を各種講座で紹介している。 

 

(2) 伝統文化の継承 

各地域で伝統的に行われている地域文化活動を支援し、伝統文化の継承者育成や保存に

努める。 

① 指定無形民俗文化財への支援  

佐賀市無形民俗文化財継承支援補助金により、国県市指定の無形民俗文化財への支援を

行う。 

また、指定無形民俗文化財の映像記録を作成する佐賀市文化財総合活用推進事業実行委

員会に対して補助を行う（令和元年度～令和５年度）。 

② 未指定文化財等への支援  

地域文化保存・継承支援補助金により、地域が主体となって担っている未指定の文化財

等への支援を行う。 
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（１）佐賀市指定文化財 ［120件］ 令和4年4月1日現在

番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

絵画 1 絹本淡彩金立神社縁起図一幅 金立神社
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和47年2月11日

絵画 2 絹本着彩与賀神社縁起図一幅 与賀神社 与賀町2番50号 昭和53年3月1日

絵画 3 （高伝寺所蔵）大涅槃像一幅 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 昭和59年3月26日

建造物 4 神野のお茶屋(建物二棟　付庭園) 佐賀市 神園四丁目1番地 昭和42年2月11日

建造物 5 武家屋敷の門一棟 佐賀地方検察庁 中ノ小路3番14号 昭和46年2月11日

建造物 6 佐賀(龍造寺)八幡宮石造肥前鳥居一基 龍造寺八幡神社 白山一丁目3番2号 昭和47年2月11日

建造物 7
御位牌所一宇　附一、木造阿弥陀如来坐像
一躯　二、御位牌二〇二霊分

高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 昭和49年2月11日

建造物 8 鐘楼一棟 真覚寺 伊勢町6番22号 昭和50年2月11日

建造物 9 勝宿神社本殿一棟 勝宿神社 久保泉町大字川久保4199番地 昭和52年2月11日

建造物 10 武家屋敷の門一棟 佐賀市 水ヶ江二丁目8番13号 昭和54年3月1日

建造物 11
伊勢神社の石造肥前鳥居及び肥前狛犬像一
対

伊勢神社 伊勢町9番8号 昭和57年3月1日

建造物 12 武家屋敷の門一棟 佐賀市 八幡小路4番10号 昭和58年3月1日

建造物 13 旧古賀銀行及び旧古賀家二棟 佐賀市 柳町2番9号、同3番15号 平成7年3月22日

建造物 14 旧牛島家一棟 佐賀市 柳町4番9号 平成7年10月23日

建造物 15 旧福田家住宅一棟 佐賀市 松原四丁目3番15号 平成10年5月26日

建造物 16 旧三省銀行（付属棟含む）一棟 佐賀市 柳町3番12号 平成11年5月25日

建造物 17 旧佐賀城本丸御座間・堪忍所 佐賀県 城内二丁目18番１号 平成13年2月20日

建造物 18 旧嬉野家の武家屋敷の門（薬医門一棟） 佐賀市 松原二丁目29 平成27年6月15日

工芸品 19 石造六地蔵一基 個人 嘉瀬町大字荻野2514番1 昭和49年2月11日

工芸品 20 本庄神社石燈籠一対 本庄神社 本庄町大字本庄1156番地 昭和50年2月11日

工芸品 21 石造六地蔵二基 東善寺 鍋島町大字森田2030番地 昭和50年2月11日

工芸品 22 石造六地蔵六観音像一基 坪の上天満宮 高木瀬町大字長瀬字坪の上 昭和52年2月11日

考古資料 23 上和泉遺跡出土瓦塔 佐賀市
大和町大字久池井2754
（肥前国庁跡資料館）

平成16年3月23日

古文書 24 長尾山年譜 長尾山福満寺 北川副町大字江上345番地 昭和43年2月11日

古文書 25 末代念仏授手印 大覚寺 伊勢町14番5号 昭和45年2月11日

古文書 26 有田家文書九〇通 個人
城内二丁目1番41号
佐賀県立図書館

昭和49年2月11日

古文書 27 上林家文書一〇五六通 個人 呉服元町5番18号 昭和59年3月26日

書跡 28 大興寺所蔵大般若経一括 大興寺 神野東三丁目10番3号 昭和57年3月1日

書跡 29 島義勇の旅日記一巻 個人 本庄町大字本庄8番地 昭和47年2月11日

書跡 30 副島種臣の書二幅 願正寺 呉服元町6番5号 平成5年3月31日

彫刻 31
石造十六羅漢像並びに石造釈迦三尊像付石
造駒形標柱一九躯　付一一基

岩松軒 木原一丁目12番10号 昭和48年2月11日

彫刻 32 木造鍋島忠直坐像一躯 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 昭和48年2月11日

彫刻 33 石造十一面観世音菩薩立像一躯 個人 久保泉町大字川久保 昭和49年2月11日

彫刻 34 銅造地蔵菩薩立像一躯 西峰院地蔵寺 多布施二丁目2番30号 昭和49年2月11日

美術工芸 35 木彫毘沙門天立像 本行寺 西田代一丁目4番6号 本行寺 昭和43年2月11日

美術工芸 36 鬼丸聖堂の聖像三体と天縦殿の額 鍋島報效会 松原二丁目5番22号 昭和45年2月11日

美術工芸 37 不動明王立像一躯 清心院 大財二丁目4番5号 昭和46年2月11日

歴史資料 38 多久安輝の墓誌 龍雲寺 八戸一丁目6番35号 昭和62年3月25日

歴史資料 39 木造了意和尚像 静元寺 本庄町大字本庄799番地 平成5年3月31日

文化財の区分

重要文化財
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番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

歴史資料 40 木原隆忠の墓誌 大覚寺 伊勢町14番5号 平成5年3月31日

歴史資料 41 赤松小学校の校務日誌（一括） 佐賀市教育委員会
中の館町1番39号

赤松小学校
平成7年10月23日

歴史資料 42 石長寺中興記碑 石長寺 与賀町257番地1 平成31年1月7日

歴史資料 43 江里天満宮石造多宝塔 江里桜自治会
鍋島町大字森田2273番地

江里天満宮
平成31年1月7日

番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

絵画 44 實相院絵画二幅 實相院
大和町大字川上949-2
實相院

平成9年5月23日

建造物 45 與止日女神社三ノ鳥居一基 與止日女神社 大和町大字川上１ 昭和58年10月17日

建造物 46 久留間六地蔵一基 蔵福寺 大和町大字久留間1224 昭和62年7月25日

工芸品 47
（四天社）石造四天王像立像四躯、石造宝
篋印塔一基・石塔残欠一個

池上地区 大和町大字池上1501 平成9年5月23日

考古資料 48 佐熊遺跡出土一括（鐸形土製品一個） 佐賀市 大和町大字尼寺1870 昭和62年7月25日

考古資料 49
本村籠遺跡310号土壙墓出土遺物一括（青磁
椀二個、土師器小皿四個、刀子一口）

佐賀市 大和町大字尼寺1870 平成2年5月30日

考古資料 50
大願寺二本松遺跡出土一括
（八花鏡一面、青銅製鉈尾）

佐賀市 大和町大字川上 平成3年5月29日

考古資料 51 尼寺一本松遺跡甕棺墓出土遺物（一括） 佐賀市
本庄町本庄1121番地
佐賀市文化財資料館

平成29年3月13日

彫刻 52 木造金剛力士像（仁王像）二躯 實相院
大和町大字川上949-2

實相院
平成6年2月27日

彫刻 53 春日山高城寺仏像五躯 高城寺
大和町大字久池井3625-1

高城禅寺
平成8年3月5日

彫刻 54 實相院彫刻十二躯 實相院
大和町大字川上949-2

實相院
平成9年5月23日

彫刻 55 神變社仏像一躯 神變社
大和町大字久留間3420-1
神變社

平成9年5月23日

彫刻 56 木造湛然梁重座像一躯 通天寺
大和町大字松瀬2142番地

通天寺
平成13年9月11日

絵画 57 涅槃図一幅 東光寺
諸富町大字徳富1936番地

東光寺
昭和57年4月1日

建造物 58 肥前鳥居 新北神社
諸富町大字為重1073番地
新北神社

昭和54年6月30日

建造物 59 肥前鳥居一基 若宮神社
諸富町大字徳富1201番地

若宮神社
昭和54年6月30日

工芸品 60 太田神社肥前狛犬一対 太田神社
諸富町大字大堂1663番地
太田神社

昭和57年4月1日

工芸品 61 大黒天坐像 宝光院
諸富町大字大堂1363番地

宝光院
昭和57年4月1日

工芸品 62 道祖神「なんじゃもんじゃさん」（一対） 安龍寺
諸富町大字為重1586番地ロ
安龍寺

昭和57年4月1日

工芸品 63 銅造弁財天坐像 安龍寺
諸富町大字為重1586番地ロ
安龍寺

昭和57年4月1日

工芸品 64 一石五輪塔 多聞院
諸富町大字為重873番地

多聞院
昭和57年4月1日

工芸品 65 六地蔵２基（一対） 多聞院
諸富町大字為重873番地

多聞院
昭和57年4月1日

工芸品 66 天女絵柄半鐘一口 東光寺
諸富町大字徳富1936番地
東光寺

昭和57年4月1日

彫刻 67 一木七仏薬師如来立像一躯 東光寺
諸富町大字徳富1936番地
東光寺

昭和57年4月1日

彫刻 68 木造阿弥陀如来立像 光専寺
諸富町大字寺井津436番地

光専寺
昭和57年4月1日

彫刻 69 木造不動明王坐像 宝光院
諸富町大字大堂1363番地

宝光院
昭和57年4月1日

彫刻 70 木造阿弥陀如来坐像 個人
諸富町大字大堂1141番地

土師公民館
昭和57年4月1日

建造物 71 神代勝利公の墓一基（石造宝篋印塔） 宗源院 富士町大字関屋 宗源院墓地 平成10年5月27日

彫刻 72 大串社（櫛田神社）の肥前狛犬一対 大串社
富士町大字大串三本松

大串社
平成10年11月26日

石造物 73 香椎神社肥前鳥居一基 香椎神社 久保田町大字徳万1550番地 平成14年1月21日

1 ガラス工芸技術（宙吹き等） 個人 道祖元町106番地 平成5年3月31日

1 小松の浮立 小松浮立保存会 蓮池町大字小松 昭和42年2月11日

2 浮立玄蕃一流 掘江神社 神野西二丁目2番 昭和43年2月11日

3 高木八幡ねじり浮立
高木八幡ねじり浮立保存

会

高木瀬東二丁目12番8号

高木八幡宮
平成20年11月12日

4 太田の浮立 諸富町無形文化財保存会 諸富町大字大堂1663番地の1 昭和63年3月1日

文化財の区分

文化財の区分

重要文化財

重要無形文化財

重要無形民俗文化財
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番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

5 海童神社奉納浮立 海堂神社奉納浮立保存会 川副町大字犬井道 昭和56年12月15日

6 松枝神社奉納浮立 松枝神社奉納浮立保存会 川副町大字大詫間 昭和56年12月15日

7 東与賀銭太鼓 東与賀銭太鼓を育てる会 東与賀町大字田中 平成19年9月26日

8 快万浮立 快万浮立保存会 久保田町快万 平成19年9月27日

1 掘江神社神像群 掘江神社
城内一丁目15番23号佐賀県立博物館
（19.8.27）

昭和42年2月11日

2 石造えびす坐像一躯 西宮社 北川副町大字光法字角町 昭和44年2月11日

3 木彫彩色婦人坐像（観世音胎内仏一躯） 慈音院 久保泉町大字川久保 昭和44年2月11日

4 旧城下町の道標（１基） 長瀬町自治会 長瀬町5番54号地先 昭和46年2月11日

5 木造河童像一躯 宗眼寺 蓮池町大字蓮池386番地1 昭和52年2月11日

6 虫供養塔一基 個人 嘉瀬町大字扇町 昭和55年3月1日

7 石造恵比須半跏像一躯 相応下自治会 西与賀町大字相応相応下 平成7年10月23日

8 有蓋類形板碑（鳥獣供養塔） 杉神社 三瀬村杉神社 昭和49年8月22日

9 六尊六地蔵塔 詰瀬地区 三瀬村詰瀬 昭和49年8月22日

10 鳥類供養塔 個人 川副町大字福富（米納津） 昭和63年5月14日

1 築地反射炉跡 鍋島報效会 長瀬町9番 日新小学校校庭 昭和42年2月11日

2 葉隠発祥の地 佐賀市 金立町大字金立字黒土原 昭和42年2月11日

3 鍋島直茂誕生地 鍋島報效会 本庄町大字本庄836番地2 昭和42年2月11日

4 高伝寺墓所 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 昭和42年2月11日

5 龍造寺隆信誕生地 佐賀市 中の館町7番 昭和43年2月11日

6 万部塔と六地蔵 鍋島報效会 水ヶ江一丁目7番9号（万部島） 昭和43年2月11日

7 金立神社上宮 金立神社 金立町大字金立 昭和48年2月11日

8 初代肥前国忠吉の墓地 真覚寺 伊勢町6番22号　真覚寺 昭和48年2月11日

9 鍋島家発祥の地　御館の森 蠣久天満宮 鍋島町大字鍋島 昭和56年3月1日

10 高麗人の墓碑・逆修碑 佐賀市 金立町大字金立3101番地 昭和60年12月12日

11 乱斗山古墳群 松尾学園
金立町大字金立字六本黒木1544番地
353内

平成5年3月31日

12 導善寺前方後円墳 池上地区 大和町大字池上1339-1他 昭和58年10月17日

13 華蔵庵跡 通天寺 大和町大字松瀬2988番地3 昭和62年7月25日

14 肥前国分寺跡 宗龍寺 大和町大字尼寺958　宗龍寺 平成2年5月30日

15 大野代官所 大野地区 富士町大字大野字一本松 平成14年6月24日

16 燈堂 佐賀市 川副町大字犬井道4357番地6 昭和60年2月25日

17 此荷大明神 佐賀市 川副町大字小々森254番地 昭和60年2月25日

1 国相寺の楠一株 国相寺 愛敬町4番54号 昭和44年2月11日

2 牛島神社の楠一株 牛島神社 東佐賀町15番30号 昭和53年3月1日

3 大小野の石楠花一株 個人 金立町大字金立字大小野 昭和54年3月1日

4 高伝寺の梅一株 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 昭和55年3月1日

5 日枝神社の楠一株 日枝神社 木原一丁目8番35号 昭和58年3月1日

6 浄円寺のイチョウ一株 浄円寺 金立町大字千布2336番地 平成7年3月22日

7 楠木№１ 新北神社
諸富町大字為重1073番地
新北神社

昭和54年6月30日

8 楠木№２ 新北神社
諸富町大字為重1073番地
新北神社

昭和54年6月30日

文化財の区分

重要有形民俗文化財

史　　　　　跡

重要無形民俗文化財

天然記念物
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番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

9 えの木№１ 個人
諸富町大字寺井津３３８-１
個人宅

昭和54年6月30日

10 大堂神社楠№１ 大堂神社 諸富町大字大堂　大堂神社 昭和54年6月30日

11 大堂神社楠№２ 大堂神社 諸富町大字大堂　大堂神社 昭和54年6月30日

(２)佐賀県指定文化財 ［73件］ うち市外３件

番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

絵画 1 紙本着色福満寺古図一幅 福満寺 北川副町大字江上345番地 昭和51年2月25日

絵画 2 釈迦・迦葉・阿難図　狩野探幽筆 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 平成9年5月9日

絵画 3 山水図襖谷文晁筆十二面 個人
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

平成10年5月11日

絵画 4 矢調べ岡田三郎助筆一面 佐賀県立美術館
城内一丁目15番23号
佐賀県立美術館

平成10年5月11日

絵画 5 紙本著色龍造寺隆信像一幅 宗龍寺
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

平成7年5月26日

絵画 6 マンドリンを持つ少女 百武兼行筆 一面 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成9年5月9日

絵画 7 鍋島直大像　百武兼行筆 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

令和3年5月11日

建造物 8 本庄神社石造肥前鳥居一基 本庄神社 本庄町大字本庄1156番地 昭和39年5月23日

建造物 9 高伝寺釈迦堂 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 平成12年4月28日

工芸品 10
短刀一口（肥前国住藤原忠広寛永八年八月
日の銘あり）

佐嘉神社 松原二丁目10番 昭和42年4月22日

工芸品 11
薙刀一口（銘　表　貞治元年十二月日、裏
備前長船政光）

個人
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和51年2月25日

工芸品 12 太刀　国行朱銘　１口 鍋島報效会
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和59年3月21日

工芸品 13 太刀　来国光朱銘　１口 鍋島報效会
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和59年3月21日

工芸品 14
刀　銘　肥前国住藤原忠広　寛永七年八月
吉日　１口

鍋島報效会
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和48年4月23日

工芸品 15 刀　長巻なおし　銘　正平十□肥州末貞 鍋島報效会
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和54年3月31日

工芸品 16
色絵（流水文碗（台付）、瑠璃地桜花
散らし文碗（台付））二組

鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成13年2月28日

歴史資料 17 蒸気車雛形　附貨車他　１台 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成17年3月30日

歴史資料 18 蒸気船雛形　（外輪船）　１隻 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成17年3月30日

歴史資料 19 蒸気船雛形（スクリュー船）　１隻 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成17年3月30日

工芸品 20 青漆塗萌黄糸威二枚胴具足 鍋島報效会
松原二丁目5番23号
鍋島報效会

平成22年3月12日

考古資料 21 関行丸古墳出土遺物 佐賀県立博物館
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和48年4月23日

考古資料 22
花納丸古墳出土遺物　附花納丸古墳出土遺
物の記録

佐賀県立博物館
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和56年3月16日

考古資料 23
丸山遺跡一・二・六・七号墳石室四基
及び出土遺物一括

佐賀市
（石室）金立町大字金立
（遺物）城内一丁目15番23号

昭和59年3月21日

考古資料 24 丸山遺跡三号墳舟形石棺 佐賀県
神埼市神埼町鶴3658番地2
佐賀県文化財調査研究資料室

平成3年3月30日

考古資料 25 西原古墳出土石製表飾遺物一個 佐賀市
本庄町本庄1121番地
佐賀市文化財資料館

平成4年5月27日

考古資料 26
鍋島本村南遺跡出土遺物一括　細形銅剣・
細形銅戈鋳型・石製把頭飾 各一個

佐賀市
本庄町本庄1121番地
佐賀市文化財資料館

平成4年5月27日

考古資料 27 増田遺跡甕棺墓出土多鈕細文鏡一面 佐賀市
本庄町本庄1121番地
佐賀市文化財資料館

平成13年2月28日

古文書 28 泰長院文書一二巻一〇五通 泰長院 与賀町精 昭和59年3月21日

古文書 29 正法寺文書 正法寺
城内二丁目1番41号
佐賀県立図書館

昭和61年3月19日

古文書 30 深江家文書 個人
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和62年3月16日

典籍 31 東遊歌風俗歌譜 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

令和3年5月11日

彫刻 32 大日如来坐像一躯 妙福寺 久保泉町大字川久保4365番地 平成20年3月14日

書跡 33 正法寺所蔵大般若経一括 正法寺
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

昭和49年2月25日

重要文化財

文化財の区分

文化財の区分
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番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

書跡 34 紺紙金字法華経七巻 高伝寺 本庄町大字本庄1112番地1 平成8年5月29日

書跡 35 紺紙金字法華経七帖 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成8年5月29日

書跡 36 紺紙銀字法華経八帖 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成10年5月11日

絵画 37 絹本著色普賢延命菩薩騎象像一幅 實相院
大和町大字川上949-2
實相院

昭和50年2月24日

建造物 38 實相院仁王門一棟 實相院
大和町大字川上949-2
實相院

昭和55年3月21日

建造物 39 與止日女神社西門一棟 與止日女神社
大和町大字川上1番地1
與止日女神社

昭和61年3月19日

工芸品 40 水上懸仏一面 水上地区 佐賀県立博物館（寄託） 昭和28年11月3日

工芸品 41
戒体箱（一合）及び説相箱（二口）・如意
（一柄）

實相院
大和町大字川上949-2
實相院

昭和49年2月25日
（追加：平成9年5月
9日）

工芸品 42 小袖地ドレス　１着 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成31年4月26日

歴史資料 43 鍋島直正肖像写真　６枚 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

令和2年4月30日

考古資料 44 銅戈一口 個人 佐賀県立博物館（寄託） 昭和52年3月11日

考古資料 45 西山田二本松遺跡2号住居跡出土銅釦一点 佐賀県
神埼市神埼町鶴3658番地2
佐賀県文化財調査研究資料室

昭和62年3月16日

考古資料 46
惣座遺跡出土遺物一括
（銀製指輪、銅剣銅矛の鋳型、ガラス製小玉）（附）
弥生土器一点

佐賀市
大和町大字尼寺1870
大和町

平成2年3月30日

考古資料 47
本村籠遺跡出土遺物一括（多鈕細文鏡、
鉇、管玉、斧）　（附）甕棺二基

佐賀市
大和町大字尼寺1870
大和町

平成5年3月31日

考古資料 48
一本木遺跡出土湖州鏡
（附）鑷子、土師器杯・土師器皿

佐賀市
大和町大字尼寺1870
大和町

平成10年5月11日

古文書 49 高城寺文書百通 高城寺 佐賀県立博物館（寄託） 昭和61年3月19日

彫刻 50 無著妙融像一躯 玉林寺
大和町大字久池井3257

玉林寺
平成13年2月28日

考古資料 51 十三塚遺跡出土鏡 佐賀県立博物館 佐賀県立博物館（寄託） 平成18年3月31日

建造物 52
銅造明神鳥居
（寛永十七年二月十五日建）

大堂神社
諸富町大字大堂695番地
大堂神社

昭和46年6月23日

考古資料 53 石塚一号墳出土遺物 佐賀市
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

平成8年5月29日

彫刻 54 薬師如来立像 中原区 富士町大字中原　中原薬師堂 平成15年3月10日

彫刻 55 木造阿弥陀如来坐像 三学寺 県立博物館（寄託） 昭和53年3月20日

建造物 56 香椎神社四脚門 香椎神社 久保田町大字徳万1550 昭和33年1月23日

考古資料 57 牟田寄遺跡出土銅印 佐賀市
大和町大字久池井2754
（肥前国庁跡資料館）

平成24年4月27日

考古資料 58 牟田寄遺跡出土卜骨 佐賀市
本庄町本庄1121番地
佐賀市文化財資料館

平成24年4月27日

考古資料 59 地蔵平遺跡出土石器４７点 佐賀県
神埼市神埼町鶴3658番地2
佐賀県文化財調査研究資料室

平成25年4月30日

考古資料 60 佐賀市上高木出土銅鉾 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

昭和55年3月21日

1 名尾紙 名尾紙保存会 大和町大字名尾 令和2年4月30日

1 大堂神社奉納北前型弁財船模型 県立博物館
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

平成10年5月11日

2 佐賀県内農耕生活用具　５１２点 佐賀県農業試験センター
佐賀市川副町大字南里

佐賀県農業試験センター
昭和52年3月11日

1 三重の獅子舞
諸富町無形文化財保存
会

諸富町大字為重三重

新北神社
昭和39年5月23日

2 市川の天衝舞浮立
市川の天衝舞浮立保存
会

富士町大字市川 昭和40年7月23日

1 関行丸古墳 個人 久保泉町大字川久保4097番地 昭和47年3月29日

2 佐賀城跡 佐賀市 城内 平成13年2月28日

3 船塚 国・佐賀市 大和町大字久留間字東 昭和28年11月3日

4 大願寺廃寺跡 五社明神社 大和町大字川上字大願寺 昭和33年1月23日

5 小隈山古墳 個人 大和町大字川上2691-1他 平成9年5月9日

重要文化財

文化財の区分

重要文化財

重要無形文化財

重要有形民俗文化財

重要無形民俗文化財

史跡
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番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

1 佐嘉城阯の楠（群） 佐賀県 城内 昭和28年11月3日

2 与賀神社の楠一株 与賀神社 与賀町2番50号 昭和40年7月23日

3 新北神社のビャクシン一株 新北神社
諸富町大字為重1080番地

新北神社
令和2年4月30日

（３）国指定文化財 ［33件］

番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

国宝 書跡 1 催馬楽譜 鍋島報效会
松原二丁目5番22号

鍋島報效会
昭和27年11月22日

建造物 1 与賀神社楼門一棟 与賀神社 与賀町2番50号 昭和25年8月29日

建造物 2 佐賀城鯱の門及び続櫓一棟 佐賀市 城内二丁目 昭和32年6月18日

建造物 3 与賀神社三の鳥居及び石橋二基 与賀神社 与賀町2番50号 昭和45年6月17日

工芸品 4 太刀一口銘康伝康光 与賀神社 与賀町2番50号 昭和25年8月29日

考古資料 5 熊本山出土の舟形石棺とその一括遺物 佐賀市
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

平成元年6月12日

古文書 6 深堀家文書三八六通 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

昭和56年7月2日

古文書 7 松浦山代家文書 鍋島報效会
松原二丁目5番22号

鍋島報效会
昭和56年7月2日

書跡 8 紙本墨書東遊歌神楽歌 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

昭和9年1月30日

彫刻 9 木造普賢延命菩薩騎象像一躯 龍田寺 久保泉町大字上和泉 昭和32年2月19日

工芸品 10 銅鐘一口 健福寺
大和町大字川上3881
健福寺

昭和25年8月29日

番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 指定年月日

工芸品 11 金銅製宝塔一基 實相院
大和町大字川上949-2
實相院

平成9年6月30日

考古資料 12 瓦経（築山経塚出土）二二九枚 佐賀市
城内一丁目15番23号
佐賀県立博物館

平成11年6月7日

古文書 13 河上神社文書二四七通 與止日女神社 佐賀県立図書館（寄託） 昭和55年6月6日

彫刻 14 木造円鑑禅師座像一躯 高城寺
大和町大字久池井3625-1
高城寺

昭和25年8月29日

建造物 15 旧筑後川橋梁（筑後川昇開橋） 佐賀市・大川市 諸富町大字為重地先 平成15年5月30日

建造物 16 吉村家住宅 個人 富士町大字上無津呂字羽金 昭和49年2月5日

建造物 17 山口家住宅 個人 川副町大字大詫間930番地 昭和49年2月5日

工芸品 18
色絵 山水竹鳥文輪花大皿　鍋島1枚
 （附指定）色絵 山水竹鳥文輪花大皿 景徳鎮

鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成25年6月19日

工芸品 19 色絵椿文大皿鍋島　二枚 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成30年10月31日

1 有明海漁撈具　２９３点 佐賀県立博物館
城内一丁目15番23号

佐賀県立博物館
昭和40年6月9日

1 白鬚神社の田楽 白鬚神社の田楽保存会 久保泉町大字川久保 平成12年12月27日

2 見島のカセドリ行事 加勢鳥保存会 蓮池町大字見島　熊野神社 平成15年2月20日

1 帯隈山神籠石 佐賀市 久保泉町大字川久保 昭和26年6月9日

2 大隈重信旧宅 佐賀市 水ヶ江二丁目11番11号 昭和40年6月4日

3 西隈古墳 佐賀市 金立町大字金立2936番地5 昭和50年6月26日

4 銚子塚 佐賀市 金立町大字金立2355番地 昭和53年3月11日

5 肥前国庁跡 佐賀市 大和町大字久池井2738-2 平成元年9月22日

6 三重津海軍所跡
国・有明海漁協
佐賀市

川副町大字早津江
諸富町大字為重

平成25年3月27日

7 東名遺跡 佐賀市 金立町大字千布 平成28年10月3日

1 カササギ生息地 佐賀県 佐賀平野一帯 大正12年3月7日

2 えひめあやめ自生南限地帯 佐賀市 久保泉町大字川久保 大正14年10月8日

3 下合瀬の大カツラ 佐賀市 富士町大字下合瀬字樋口 昭和37年5月16日

文化財の区分

重要有形民俗文化財

天然記念物

文化財の区分

重要文化財

文化財の区分

重要文化財

重要無形民俗文化財

史跡

天然記念物
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 (3) 市民文化活動の創造 

① 文化連盟補助事業  

市民文化祭等の文化連盟の活動を補助することで、市民が見て参加して、芸術文化に接

する機会を増やすための支援を行い、市民生活の癒しや潤いに結びつけるための取り組み

を行う。 

② 自主文化事業費補助事業  

公益財団法人佐賀市文化振興財団が実施する自主文化事業に対し補助を行うことにより、

市民に芸術文化の鑑賞や体験の機会を提供し、地域文化の活性化と文化振興を図る。 

令和 3 年度実績 
自主文化事業数 20 企画：28 公演 

入場者総数 5,564 人 

③ 市民芸術祭開催事業  

「佐賀市民芸術祭」の開催を通して、佐賀市で活動する芸術団体・芸術家に発表の場を

提供するとともに、市民が芸術を身近に感じ、親しむ機会を設け、全市が一体となった文

化振興を図る。 

令和 3 年度実績 来場者数 
2,763 人 

（入場者数 2,336 人、動画配信同時視聴者数 427 人） 

 

(4) 文化施設の運営・整備 

① 文化会館及び東与賀文化ホールの施設改修  

利用者の快適性と安全性の確保のため、施設の改修や老朽化した設備の更新等を行う。  

② 文化会館管理運営委託事業  

佐賀市の文化情報の発信拠点として多様な文化事業を企画し、市民が文化芸術に親しむ

機会を提供するとともに、各種コンベンションの利用による広域的な人、物、情報交流を

（４）国登録文化財 ［12件］

番号 文　化　財　名　称 所有者及び管理者等 所　　在　　地 登録年月日

建造物 1 徴古館 鍋島報效会
松原二丁目5番22号
鍋島報效会

平成9年11月5日

建造物 2 野中烏犀圓 個人 材木一丁目82番 平成12年2月15日

建造物 3 与賀神社本殿・弊殿・拝殿 与賀神社 与賀町92番 平成25年6月21日

建造物 4 旧百﨑家住宅主屋 個人 水ヶ江三丁目231 平成29年5月2日

建造物 5 大隈重信記念館 一棟 佐賀市 水ヶ江二丁目360-2 平成29年6月28日

建造物 6 願正寺本堂　一棟 願正寺 呉服元町１８２他 令和3年10月14日

建造物 7 願正寺貴賓室　一棟 願正寺 呉服元町１８２他 令和3年10月14日

建造物 8 願正寺大広間　一棟 願正寺 呉服元町１８２他 令和3年10月14日

建造物 9 願正寺大玄関　一棟 願正寺 呉服元町１８２他 令和3年10月14日

建造物 10 願正寺鐘楼　一棟 願正寺 呉服元町１８２他 令和3年10月14日

建造物 11 願正寺山門　一棟 願正寺 呉服元町１８２他 令和3年10月14日

建造物 12 旧枝梅酒造店舗兼主屋　一棟 佐賀市 八戸一丁目１２４－２ 令和3年10月14日

文化財の区分

登録有形文化財
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図ることを目的として佐賀市文化会館の管理運営及び文化事業の企画運営を委託する。

（施設の詳細は後述） 

③ 東与賀文化ホール管理運営委託事業  

市民に文化芸術に親しむ機会と多様な文化活動を行う場を提供することを目的として、

東与賀文化ホールの管理運営及び文化事業の企画運営を委託する。（施設の詳細は後述）  

④ 山口亮一旧宅管理事業  

江戸期の建築物といわれる、佐賀の美術界の振興に努めた山口亮一画伯の旧宅の保存・

活用を図る。ＮＰＯ法人に管理を委託し、山口画伯の顕彰をはじめとする歴史･文化を題

材としたイベント等を開催する。 
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１１ 佐賀市立東与賀文化ホール 

※ 図書館東与賀館との複合施設 
(1) 管理運営（令和 3 年度） 

（指定管理者） 公益財団法人 佐賀市文化振興財団 

   職 員 数  事務局 2 

 

(2) 建物概要 

所 在 地  佐賀市東与賀町大字下古賀 1228 番地 3（Tel 45-3939） 

敷地面積  4,092.64 ㎡ 

建築面積  2,869.74 ㎡ 

構  造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 

      地上 2 階 

工  期  平成 7 年 5 月～平成 8 年 3 月 

総事業費  13 億 7,800 万円 

開  館  平成 8 年 5 月 

○ 文化ホール 

収容人員 500 席（車椅子席 2）、親子室 4 席 

舞  台 間口 12m、高さ 6m、奥行 11.5m 

設  備 音響反射板 

楽  屋 2 室（和室） 

○ そ の 他 ホワイエ、ミーティング室 

○ 駐 車 場 平日：101 台、土日祝日：157 台  

※他に身障者用 11 台、図書館専用 9 台有。東与賀支所と共用。 

 

(3) 令和 3 年度施設別利用状況 

○ 施設利用年度対比           （単位：％・人） 

 
令和 2 年度 令和 3 年度 

利用率 人 数 利用率 人 数 

ホ ー ル 47.90 11,778 56.98 17,333 

ミーティング室 46.97 2,514 50.17 2,285 

控 室 49.16 1,153 61.37 1,220 

ホ ワ イ エ 26.71 7,901 30.66 9,309 

合 計 42.72 23,346 49.73 30,147 

  

-139-



 

 

１２ 佐賀市文化会館 

(1) 管理運営（令和 3 年度） 

（指定管理者） 公益財団法人 佐賀市文化振興財団 

職 員 数 佐賀市文化会館  常務理事 1 事務局 8 

    

(2) 建物概要 

所 在 地  佐賀市日の出一丁目 21 番 10 号（Tel 32-3000） 

敷地面積  34,008.57 ㎡ 

建築面積   9,702 ㎡ 

構  造  鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 

   地上 4 階、地下 1 階 

工  期  昭和 62 年 8 月～平成元年 7 月 

総事業費  76 億 4,000 万円 

開  館  平成元年 10 月 1 日 

○ 大ホール（音楽を主とした多目的ホール） 

収容人員 1,811 席（固定席 1,806、車椅子席 5） 

舞  台 間口 20m、高さ 10m、奥行 18m 

設  備 オーケストラピット、小迫り、音響反射板、残響可変装置、 

  楽屋 5 室、幼児室 

○ 中ホール（演劇を主とした多目的ホール） 

収容人員 814 席（固定席 808、車椅子席 6） 

舞  台 間口 16m、高さ 8m、奥行 18m 

設  備 大迫り、小迫り、音響反射板、楽屋 4 室、幼児室 

○ イベントホール（調光、音調設備を有する多目的な平土間ホール） 

収容人員 立席 500 人、椅子のみ 400 人、机・椅子 300 人 

面  積 492 ㎡ 

○ リハーサル室 204 ㎡ 

○ 練 習 室 第 1 練習室 135 ㎡、第 2 練習室 97 ㎡、第 3 練習室 63 ㎡ 

○ 大会議室 205 ㎡  収容人員 130 人 

○ 小会議室  56 ㎡  収容人員  20 人 

○ 特別会議室  56 ㎡  収容人員  20 人 

○ 和  室  30 畳  収容人員 36 人（机・椅子の場合） 

○ 駐 車 場 普通車 500 台（身体障がい者用 7 台含む） 

○ 喫茶・レストラン 90 席 
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(3)  令和 3 年度施設別利用状況 

① 催物別利用状況 

                                 単位（件） 

 大ホール 中ホール イベント 

音 楽 50 41 3 

講 演 ・ 大 会  40 39 28 

演 劇 4 19 2 

舞 踏 ・ 芸 能 1 12 - 

展 示 そ の 他 - - 56 

合 計 95 111 89 

 

② 施設利用年度対比 

  （単位：％・人）  

 
令和 2 年度 令和 3 年度 

利用率 人 数 利用率 人 数 

大 ホ ー ル 49.65 44,066 73.98 90,136 

中 ホ ー ル 49.66 23,694 68.94 39,669 

イ ベ ン ト ホ ー ル 65.18 15,388 65.65 16,361 

大 会 議 室 55.23 7,814 59.75 10,051 

小 会 議 室 37.89 1,025 41.26 1,252 

特 別 会 議 室  18.73 612 23.19 746 

和 室 20.31 969 23.49 1,027 

リ ハ ー サ ル 室  55.41 4,585 81.62 9,434 

練 習 室 1  29.93 1,484 49.54 2,295 

練 習 室 2  32.80 926 48.49 1,633 

練 習 室 3  51.27 1,103 62.04 1,200 

合 計 42.30 101,666 54.24 173,804 
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